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さ
れ
る
実
在
性
の
範
疇
を
分
析
し
た
い
と
思
う
。

一
、
自
同
律

フ
ィ
ヒ
テ
は
、

に
対
し
て
、

い
わ
ゆ
る
範
疇
論
を
『
全
知
識
学
の
基
礎
』
(
-
七
九
四
年
）
の
第
一
部
「
全
知
識
学
の
根
本
命
題
」
と
第
二
部
「
理
論

的
知
識
の
基
礎
」
に
展
開
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
始
元
を
、

つ
ま
り
第
一
部
の
第
一
根
本
命
題
（
自
我
定
立
）
と
そ
こ
に
見
出

さ
て
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
カ
ン
ト
哲
学
を
徹
底
し
、
カ
ン
ト
が
先
験
的
統
覚
か
ら
客
観
的
現
象
を
構
成
し
、
実
践
理
性
よ
り
道
徳
世
界
を
導

出
し
た
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
を
総
合
統
一
し
た
根
源
的
な
絶
対
的
主
観
（
自
我
）
か
ら
す
べ
て
を
導
出
せ
ん
と
し
、
こ
の
自
我
の
根
本

的
な
あ
り
方
を
「
定
立
す
る

s
e
t
z
e
n
」
活
動
と
し
て
捉
え
た
。
「
定
立
す
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
に
お
い
て
し
ば
し
ば
使
わ

れ
、
「
産
出
す
る
」
と
か
「
明
ら
か
に
な
る
」
と
か
多
義
的
で
特
有
の
使
い
方
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
自
我
の
本
源
的

、
、
、
、

な
働
き
と
し
て
使
う
の
で
あ
る
。
自
我
の
哲
学
を
確
立
す
る
直
接
の
機
縁
に
な
っ
た
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
が
表
象
す
る
こ
と
を
始
元
と
す
る
の

、
、
、
、

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
定
立
す
る
こ
と
が
さ
ら
に
根
本
的
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

近

フ
ィ
ヒ
テ
に
お
け
る
自
我
と
実
在
性

藤

良

樹
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ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
、

解
の
是
正
へ
の
寄
与
』
（
第
一
巻
1
1

一
七
九

0
年
、
第
二
巻
1
1

一
七
九
四
年
）
等
で
こ
れ
を
乗
越
え
ん
と
し
た
。
彼
は
、
カ
ン
ト
で
は
「
哲

学
一
般
の
第
一
根
本
命
題
」
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
て
、
「
理
論
哲
学
と
実
践
哲
学
、
形
式
哲
学
と
実
質
哲
学
の
全
哲
学
の
諸
原
理
の
学
」

と
し
て
「
基
礎
哲
学

E
l
e
m
e
n
t
a
r
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
」
1
1

「
表
象
能
力
の
理
論
」
の
構
築
を
試
み
、
こ
の

「
意
識
の
命
題

S
a
t
z
d
e
s
 B
e
w
u
s
s
t
s
e
y
n
s
」
と
命
名
し
た
。
（
『
新
理
論
の
試
み
』
は
、

で
あ
る
。

だ
が
、

カ
ン
ト
に
従
い
つ
つ
も
『
人
間
の
表
象
能
力
の
新
理
論
の
試
み
』
(
-
七
八
九
年
）
や
『
哲
学
者
の
こ
れ
ま
で
の
誤

ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
、

さ
ら
に
、

「
意
識
の
命
題
」

と
明
言
し
て
い
る
。

ま、
•• 

、.

と

そ
の
第
二
巻

（
一
七
九

「
意
識
に
お
い
て
は
、
表
象
は
、

「
表
象
は
、
意
識
に
お
い
て
表
象

に
は
命
名
し
て
い
な
い
。
翌
年
の
『
寄
与
』
第
一
巻
(
-
七
九

0
年
）
で
は

(
4
)
 

四
年
）
で
は
「
意
識
一
般
の
命
題
」
と
も
言
う
）
。
『
寄
与
』
第
一
巻
に
よ
る
と
、
「
意
識
の
命
題
」

(
5
)
 

主
観
に
よ
っ
て
主
観
と
客
観
か
ら
区
別
さ
れ
、
か
つ
両
者
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
」
で
あ
り
、
或
い
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

K
6
)

さ
れ
る
も
の
と
表
象
す
る
も
の
か
ら
区
別
さ
れ
、
か
つ
両
者
へ
結
び
つ
け
ら
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
年
の
『
新
理
論
の
試
み
』(
7
)
 

に
よ
る
な
ら
ば
、
「
各
表
象
に
は
、
表
象
す
る
主
観
と
、
表
象
さ
れ
る
主
観
が
属
し
、
両
者
は
、
表
象
か
ら
…
…
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

理
論
哲
学
と
実
践
哲
学
の
統
一
的
基
礎
を
な
す
も
の
を
、
意
識
に
お
け
る
表
象
能
力
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
カ
ン
ト
超
出
の
構
想
を
受
容
し
な
が
ら
も
、
表
象
を
基
礎
と
す
る
こ
と
に
は
満
足
し
な
か
っ

た
。
自
我
は
、
単
に
表
象
す
る
の
み
で
は
な
く
、
意
志
も
し
、
感
情
も
有
す
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
根
源
に
あ
る
絶
対
的
自
我
は
、
知
情

意
未
分
の
根
源
的
な
働
き
な
の
で
あ
っ
て
、
「
表
象
す
る
こ
と
は
」
自
我
と
い
う
「
存
在
の
本
質
で
は
な
い
」
と
フ
ィ
ヒ
テ
は
見
て
(
F
i
c
h
t
e
s
 

W
e
r
k
e
.
 h
r
s
g
.
 v
o
n
 
I• 

H
.
 F
i
c
h
t
e
.
 
B
d
.
 I,
 

S
 .100
以
下
に
お
い
て
は
引
用
・
参
照
個
所
の
巻
数
と
頁
数
の
み
を
記
す
）
、
す
べ
て
の
働
き

を
含
む
本
源
的
活
動
と
し
て
「
定
立
す
る
」
と
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
る
と
、
こ
の
自
我
の
定
立
の
活
動
は
、
自
ら
の
存
在
と
不
可
分
で
あ
る
。
絶
対
的
自
我
の
能
動
的
定
立
は
、

こ
の
命
題
に
あ
た
る
も
の
を
提
示
す
る
が
、
特
別

「
基
礎
哲
学
の
第
一
根
本
命
題
」
を
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こ
の
絶
対
的
自
我
の
定
立
と
存
在
を
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
「
事
行

T
h
a
t
h
a
n
d
l
u
n
g」
(
I
,

9
1
)

と
も
表
現
す
る
。
定
立
1
1
行
(
H
a
n
d
l
u
n
g
)
と
存

、
、
、
、
、
、

在
II事
(
T
h
a
t
)

は
二
つ
の
別
の
事
態
な
の
で
は
な
い
。
両
者
は
、
絶
対
的
自
我
の
不
可
分
の
二
側
面
に
他
な
ら
な
い
。
定
立
し
て
有
り
、

働
い
て
有
る
も
の
と
し
て
―
つ
の
事
行
(
T
h
a
t
h
a
n
d
l
u
n
g
)

な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
核
心
は
行
(
H
a
n
d
l
u
n
g
)
に
あ
る
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
、

(
8
)

（

9
)
 

先
の
『
寄
与
』
第
一
巻
に
、
始
元
の
「
意
識
の
命
題
」
を
「
事
実
T
h
a
t
s
a
c
h
e
」
と
か
「
疑
い
え
ぬ
事
実
u
n
b
e
z
w
e
i
f
e
l
t
e
s
F
a
k
t
u
m
」
と

い
う
が
、
こ
れ
に
フ
ィ
ヒ
テ
は
事
行
を
対
置
し
た
の
で
あ
る
。
『
全
知
識
学
の
基
礎
』
に
先
立
っ
て
、
自
我
の
哲
学
を
は
じ
め
て
ス
ケ
ッ
チ

し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
『
ア
イ
ネ
シ
デ
モ
ス
評
論
』
に
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
「
意
識
の
命
題
」
は
「
事
実
T
h
a
t
s
a
c
h
e
」

に
と
ど
ま
る
が
、
絶
対
的
自
我
は
事
実
の
根
底
に
お
い
て
自
律
的
に
働
く
活
動
と
し
て
「
事
行

T
h
a
th a
n
d
 lu
n
g
」
と
い
わ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
と
論
じ
る
の
で
あ
る

(
I
•
8
)
。
自
我
の
こ
の
事
行
は
、
仮
定
や
推
定
で
は
な
く
、
厳
然
と
し
た
事
実
で
は
あ
る
。
が
、
事
実
は
客
観
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
り

(
I
•44
8
)
、
事
行
の
主
体
性
を
示
す
の
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
客
観
の
因
果
系
列
に
く
み
こ
ま
れ
た
も
の
と
し
て
の
事

実
に
対
し
て
、
自
我
の
活
動
は
、
自
己
定
立
と
い
う
自
律
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
事
実
を
超
え
て
、
こ
れ
を
基
礎
づ
け
る
働
き
と
し
て
、

事
行
な
の
で
あ
る
。

M
・
ヴ
ン
ト
は
、

カ
ン
ト
が
啓
蒙
主
義
的
な
合
理
性
・
経
験
性
に
も
と
づ
く
の
に
対
し
て
、

的
な
自
己
意
識
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
働
き
の
受
動
的
結
果
と
し
て
自
ら
の
存
在
を
成
立
さ
せ
る
。
デ
カ
ル
ト
の

cogito
s
u
m
で
あ
る
。
自
ら
が
定
立
（
思
惟
）
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
身
に
存
在
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
働
い
て
い
る
自
我
は
、
働
い
て
有
る
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
始

元
で
あ
る
「
意
識
の
命
題
」
は
、
表
象
す
る
主
観
と
表
象
さ
れ
る
客
観
に
分
裂
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
い
う
定
立
と
存
在
は
、

そ
う
い
う
主
観
と
客
観
の
分
裂
で
は
な
い
。
未
分
の
統
一
的
な
自
我
（
定
立
）
が
自
己
自
身
云
存
在
）
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
根
源

フ
ィ
ヒ
テ
は
カ
ン
ト
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
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一
七
九
五
年
四
月
と
目
さ
れ
る
バ
ッ
ゲ
セ
ン
宛
ら
し
い
手
紙
に
、

ぎ
り
外
的
力
で
政
治
的
自
由
を
闘
い
取
っ
た
よ
う
に
、
自
分
の
体
系
は
物
自
体
・
外
的
影
響
の
姪
桔
を
ひ
き
ち
ぎ
り
、
自
己
自
身
と
の
内

的
な
闘
い
を
と
お
し
て
自
由
の
体
系
を
成
立
さ
せ
た
の
だ
と
述
べ
、
「
こ
の
革
命
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
間
に
、
い
わ
ば
報
い
と
し
て
、
そ

(12) 

の
体
系
の
最
初
の
ヒ
ン
ト

W
i
n
k
e
〔
？
〕
と
〔
？
〕
予
感
A
h
n
d
u
n
g
e
n
が
私
に
出
来
し
た
の
で
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

バ
ウ
マ
ン
ス
は
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
の
影
響
に
か
か
わ
っ
て
、
知
識
学
の
根
本
は
「
時
間
に
無
制
約
的
な
設
問
」
で
あ
り
、
「
そ

(13) 

う
い
う
『
外
か
ら
』
の
解
釈
」
に
は
同
意
で
き
な
い
と
い
う
。
た
し
か
に
先
験
的
な
も
の
・
普
遍
的
な
も
の
は
歴
史
を
超
え
た
問
題
で
は
あ

る
。
が
、
哲
学
者
も
（
と
い
う
よ
り
こ
そ
と
い
う
べ
き
か
）
時
代
の
子
で
あ
っ
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
普
遍
的
な
も
の
の
ど
の
側
面
が

強
調
さ
れ
解
明
さ
れ
て
い
る
の
か
の
理
解
の
た
め
に
は
、
疾
風
怒
濤
や
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
無
視
し
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

で
あ
る
。

関
心
を
い
だ
き
、

{10) 

新
し
い
時
代
精
神
「
疾
風
怒
濤
」
の
非
合
理
な
内
的
カ
・
主
観
性
・
「
行
為
へ
の
怒
濤
」
を
背
景
に
し
て
い
る
と
見
る
。
ヴ
ン
ト
に
従
う
な

ら
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
自
我
の
事
行
は
、
客
観
受
容
の
啓
蒙
主
義
的
な
も
の
と
は
逆
で
、
「
疾
風
怒
濤
」
に
お
け
る
、
自
己
意
識
を
中
心
と
し
た

内
か
ら
外
へ
の
働
き
で
あ
り
、
カ
ン
ト
の
自
我
の
な
お
「
静
的
」
な
の
に
対
し
て
、
「
内
的
生
の
激
動
」
か
ら
な
る
「
意
識
の
根
本
性
格
と

(11) 

し
て
の
努
力
S
t
r
e
b
e
n」
と
い
っ
た
、
「
疾
風
怒
濤
」
の
精
神
を
体
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
グ
リ
ム
の

(
D
e
u
t
s
c
h
e
s
 W
o
r
t
e
r
b
u
c
h
 v
o
n
 J
a
c
o
b
 G
r
i
m
m
 u
n
d
 W
i
l
h
e
l
m
 G
r
i
m
m
)
の
T
h
a
t
h
a
n
d
l
u
n
g
(
事
行
）
の
項
に
よ
る
と
、
こ
の
言
葉
は
「
ま
ず

は
十
七
世
紀
以
来
、
暴
力
的
行
為

(
g
e
w
a
l
t
t
h
a
t
i
g
e
h
a
n
d
l
u
n
g
)
に
使
わ
れ
た
」
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
激
し
い
響
き
を
背
景
に
も
つ
「
事

行
」
を
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
自
我
哲
学
の
始
元
を
示
す
も
の
と
し
て
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

ヴ
ン
ト
は
無
視
す
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
こ
の
革
命
に
並
々
な
ら
ぬ

一
七
九
三
年
に
は
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
関
す
る
公
衆
の
判
断
の
是
正
へ
の
寄
与
」
と
い
う
長
論
文
を
著
わ
し
て
い
る
の

フ
ィ
ヒ
テ
は
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
が
人
類
の
外
的
鎖
を
ひ
き
ち

『
ド
イ
ツ
語
辞
典
』
（
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ら
ず
し
も
行
き
過
ぎ
た
解
釈
で
も
な
い
だ
ろ
う
と
私
は
思
う
。

と
は
い
え
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
ど
う
い
う
形
で
影
響
し
て
い
る
の
か
は
定
か
で
な
い
。
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
論
文
執
筆
中
に
自
我
の
哲
学
が

成
立
し
た
の
は
、
た
ま
た
ま
時
間
的
に
重
な
っ
た
の
み
で
、
内
的
関
係
は
な
い
と
も
み
な
さ
れ
う
る
。
（
カ
ン
ト
と
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
を
前
提

、

、

、

、

、

、

、

、

す
る
だ
け
で
説
明
は
つ
く
）
が
、
こ
の
論
文
を
見
る
と
、
「
部
分
的
に

z
u
m
T
h
e
i
l
」
(VI,
1
7
7
,
 
1
7
9
 `
 
1
8
0
)
、
「
転
移
す
る

u
b
e
r
t
r
a
g
e
n
」
(VI,

1
6
3
)

等
の
知
識
学
に
重
要
な
概
念
が
社
会
的
概
念
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
一
般
化
と
し
て
翌
年
の

れ
え
た
と
見
な
し
う
る
の
で
あ
り
、
先
の
手
紙
の
よ
う
な
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
自
由
の
重
み
を
内
面
化
し
た
の
だ
と
い
っ
た
自
認
が
あ
る

以
上
、
少
な
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
自
我
の
哲
学
へ
の
か
か
わ
り
・
影
響
が
な
か
っ
た
と
は
断
定
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
す

で
に
『
全
啓
示
の
批
判
の
試
み
』
(
-
七
九
二
年
）
に
「
部
分
的
に
」

(V̀
9
1
)

も
「
転
移
U
e
b
e
r
t
r
a
g
u
n
g
」
(V,
5
5
)

も
出
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
概
念
は
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
論
文
の
み
か
ら
の
影
響
と
は
い
え
な
い
。-14) 

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
「
私
は
活
動
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
幸
せ
に
思
わ
れ
る
の
だ
」
と
告
白
す
る
よ
う
に
、
終
生
活
動
的
な
人
間
で
あ
っ
た
。
『
知

識
学
の
原
理
に
よ
る
道
徳
論
の
体
系
』
(
-
七
九
八
年
）
に
彼
は
、
自
然
（
非
我
）
に
は
活
動
力
は
属
さ
ず
静
止
・
惰
性

(
T
r
i
i
g
h
e
i
t
)

の

カ
の
み
が
帰
属
す
る
と
し

(
W」
1
9
9
£
.
)
、
そ
の
反
対
の
人
間
（
自
我
）
は
本
源
的
に
活
動
的
で
、
「
精
神
の
発
展
は
、
直
接
に
精
神
の
不
活

動
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
る
」

(W:
2
6
2
)

と
捉
え
て
、
人
間
の

「
根
本
悪
」
の
第
一
の
も
の
を
不
活
動
と
し
て
の
「
怠
惰
T
r
i
i
g
h
e
i
t
」
に
、

第
二
の
も
の
を
「
臆
病
F
e
i
g
h
e
i
t
」
に
す
る

(Ẁ
2
0
2
)
。
こ
う
い
う
活
動
的
で
情
熱
的
な
フ
ィ
ヒ
テ
の
価
値
惑
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

ラ
ン
ス
革
命
の
暴
力
的
活
動
と
「
事
行
」
の
も
つ
グ
リ
ム
の
い
う
「
暴
力
的
行
為
」
の
激
し
い
響
き
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
、

さ
て
、

フ
か
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
絶
対
的
自
我
の
こ
の
事
行
を
い
う
第
一
根
本
命
題
を
、
「
自
我
は
根
源
的
に
端
的
に
自
己
自
身
の
存
在
を
定
立
す

る
」
(
I
•
9
8
)

と
定
式
化
す
る
。
こ
こ
で
は
絶
対
的
自
我
と
は
い
わ
ず
単
に
自
我
と
い
う
の
み
で
あ
る
が
、
後
に
第
三
根
本
命
題
の
と
こ
ろ

『
全
知
識
学
の
基
礎
』
に
使
わ
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で
「
第
一
根
本
命
題
の
絶
対
的
自
我
」
(
I
•10
9
)とい
い
、
ま
た
、
有
限
的
な
自
我
と
非
我
を
論
じ
る
第
二
•
第
三
根
本
命
題
と
ち
が
っ
て

第
一
根
本
命
題
は
「
純
粋
絶
対
的
自
我
」
(
I
,

1
2
2
)

を
論
じ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
有
限
相
対
的
な
経
験
的
自
我
と
ち
が
っ
て
、
そ

れ
の
根
底
に
あ
る
根
源
的
・
自
律
的
な
も
の
と
し
て
「
根
源
的
に
端
的
に
」
働
く
こ
こ
の
自
我
は
、
絶
対
的
自
我
を
指
す
の
で
あ
る
。

な
お
フ
ィ
ヒ
テ
の
こ
の
根
本
命
題

(
G
r
u
n
d
s
a
t
z
)
を
原
則
と
訳
す
か
根
本
命
題
と
訳
す
か
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
学
者
に
お
い
て
も
区
々
で
あ

る
が
、
私
は
、
根
本
命
題
と
訳
す
方
が
好
ま
し
い
と
思
う
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
根
本
命
題
は
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
そ
れ
を
う
け
て
な
る
の
で
あ

(15) 

り
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
、
根
本
命
題
を
「
普
逼
妥
当
的
な
根
拠
G
r
u
n
d
」
を
あ
ら
わ
す
「
命
題
」
と
し
て
使
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
「
根
拠
」

と
「
命
題
」
は
一
体
化
し
き
ら
ず
、
か
つ
「
根
拠
」
を
生
か
す
た
め
に
も
、
根
本
命
題
と
し
て
お
く
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
根
本
命
題
に
よ
る
と
、
純
粋
な
絶
対
的
自
我
は
、
端
的
に
、
つ
ま
り
無
制
約
的
に
、
何
の
制
限
も
う
け
る
こ
と
な
く
、
根
源
的
に
、

つ
ま
り
自
ら
を
根
拠
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
始
源
と
し
て
、
自
ら
の
存
在
を
定
立
す
る
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
で
は
、
そ
の
先
験
的
統

、
、
、
、
、

覚
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
識
の
根
底
に
あ
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
見
る
自
己
で
あ
り
、
何
ら
他
か
ら
の
根
拠
づ
け
を
有
さ
ぬ
無
制
約
的
な

根
源
的
意
識
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
実
践
理
性
は
、
無
制
約
的
に
自
由
に
自
ら
に
お
い
て
働
く
も
の
と
し
て
、
端
的
に
存
立
し
て
い
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う
カ
ン
ト
の
先
験
的
統
覚
や
実
践
理
性
を
総
合
し
た
根
源
の
一
者
が
、

り
、
自
ら
の
定
立
に
よ
り
自
ら
の
存
在
を
可
能
と
す
る
自
我
の
事
行
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
の
絶
対
的
自
我
で
あ

第
一
根
本
命
題
は
、
始
元
命
題
と
し
て
、
最
も
純
粋
で
明
白
で
確
実
な
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
我
々
の
経
験
的
意

、
、
、
、
、

識
に
は
直
接
に
は
自
明
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
経
験
的
自
我
の
根
底
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
哲
学
的
反
省
に
お
い
て
は
じ
め
て
明
白
と
な

る
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
表
現
に
よ
る
な
ら
、
経
験
的
事
実
に
と
ど
ま
る
「
常
識
g
e
s
u
n
d
e
r
V
e
r
 st
a
n
d
 (
健
全
悟
性
）
」
に
対
し

、
、
、
、
、
ヽ

(16)

て
、
経
験
的
事
実
を
越
え
て
、
こ
れ
を
基
礎
づ
け
る
根
拠
を
見
出
す
と
こ
ろ
の
「
哲
学
す
る
理
性
philo
s
o
p
h
i
e
r
e
n
d
e
 V
e
r
n
u
n
(
t
」
に
お
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す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。

い
て
、
不
可
避
的
に
前
提
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
と
し
て
、

フ
ィ
ヒ
テ
の
純
粋
絶
対
的
自
我
は
明
白
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
理
念
と
し

て
の
絶
対
的
自
我
は
、
経
験
的
意
識
の
事
実
を
こ
え
た
、
こ
れ
の
抽
象
・
理
想
化
の
極
に
あ
る
。
茅
野
良
男
教
授
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

(17) 

そ
れ
は
「
理
念
的
原
型
」
で
あ
り
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
純
粋
で
確
実
な
の
で
あ
る
。
経
験
的
自
己
意
識
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
定
立

活
動
が
自
ら
を
直
接
に
対
象
（
存
在
）
と
化
す
の
で
あ
る
。
我
々
の
意
志
活
動
は
、
他
に
よ
る
こ
と
な
く
自
由
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
。
懐
疑
す
る
自
己
に
は
存
在
感
が
同
時
に
伴
う
。
こ
う
い
う
経
験
的
・
個
別
的
意
識
の
抽
象
純
化
に
よ
っ
た
と
こ
ろ
の
理
想
的
・
普
遍

的
原
型
と
し
て
、

フ
ィ
ヒ
テ
の
絶
対
的
自
我
と
そ
の
事
行
は
、
始
元
的
で
純
粋
明
白
な
も
の
と
し
て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
の
自
我
の
よ
う
な
近
世
哲
学
の
自
己
意
識
は
思
考
さ
れ
た
も
の
・
抽
象
に
よ
り
媒
介
さ
れ
た
も
の

で
、
疑
い
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
根
源
的
な
も
の
で
は
な
い
と
批
判
し
、
疑
い
え
ず
直
接
に
確
実
な
も
の
は
、
感
性
的
存
在
に
他
な
ら
な

(18) 

い
と
い
う
。
つ
ま
り
フ
ィ
ヒ
テ
の
自
我
は
、
普
遍
的
自
我
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
感
性
的
な
個
別
的
（
経
験
的
）
自
我
の
直
接
的
な
確
実
性
・

根
本
性
か
ら
い
う
と
派
生
的
で
疑
い
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
感
性
的
経
験
に
お
い
て
は
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
い
う
と
お
り
で
あ
ろ
う

が
、
思
考
・
反
省
は
、
感
性
的
個
別
の
根
底
に
普
遍
を
、
類
的
本
質
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
思
考
に
お
い
て
は
、
普
遍
的
で
先

験
的
な
自
我
を
不
可
避
的
な
も
の
と
し
て
前
提
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
個
別
的
・
感
性
的
で
な
い
か
ら
不
確
実
で
派
生
的
だ
と

、
、
、
、
、
、
、
、

と
こ
ろ
で
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
こ
の
第
一
根
本
命
題
を
「
自
我
は
自
我
で
あ
る
」
(
I
•
9
4
,
 9
6
)
 

と
も
言
い
う
る
。
繋
辞
は
、
こ
の
区
別
を
な
し
、

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、

と
も
表
現
す
る
。
主
語
の

「
自
我
」
が
、
定

立
す
る
自
我
だ
と
す
る
と
、
述
語
の
自
我
は
、
存
在
す
る
自
我
で
あ
る
。
繋
辞
は
、
こ
の
定
立
と
存
在
が
不
可
分
で
同
一
な
こ
と
を
示
す

の
で
あ
る
。
或
い
は
逆
に
、
こ
の
繋
辞
に
お
い
て
、
「
不
可
分
」
(
I
,

110)
の
絶
対
的
自
我
が
、
定
立
と
存
在
の
二
側
面
に
別
た
れ
る
の
だ

か
つ
そ
の
区
別
さ
れ
た
も
の
の
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
「
自
我
II
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あ
り
、
同
一
の
自
我
に
自
我
が
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
自
同
律
（
自
我
II自
我
）
に
お
い
て
、
自
我
は
、
主
観
・
客
観
に
区
別
さ
れ
る
が
、
そ
の
客
観
は
他
者
で
は
な
く
同
一
の
自
己
で

つ
ま
り
「
自
我
が
自
我
に
対
し
て

(
f
i
i
r
)

あ
る
」
(
I
•
9
7
)

と
い
う
対
自
性
の
構

造
を
自
我
は
も
つ
の
で
あ
る
。
自
我
の
存
立
と
そ
の
根
拠
は
端
的
に
同
一
な
の
で
あ
り
、
自
己
に
よ
っ
て
自
己
が
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
対
自
的
で
あ
る
。
こ
の
対
自
性
と
し
て
の
絶
対
的
自
我
の
意
識
形
態
は
、
知
的
直
観
に
な
る
。
純
粋
自
我
は
、
自
ら
に
対
峙
し
て
自
ら

い
て
、
絶
対
的
自
我
の
自
同
律
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
我
」
(
I
,

9
4
)

は
、
さ
ら
に
、
主
観
と
し
て
の
定
立
と
、
客
観
と
し
て
の
存
在
の
同
一
性
と
し
て
、
主
観
と
客
観
の
同
一
性
・
未
分
性
、

つ
ま
り
「
主
観
ー
客
観
」
と
し
て
の
絶
対
的
自
我
を
示
す
の
で
も
あ
る
。

な
お
「
主
観
ー
客
観
」
と
は
表
現
し
な
い
。
が
、
こ
の
ド
イ
ツ
観
念
論
に
と
っ
て
重
要
な
言
葉
は
、
翌
一
七
九
五
年
の
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
教

(19) 

授
に
よ
り
立
て
ら
れ
た
体
系
の
知
識
学
と
の
比
較
」
で
は
三
回
使
わ
れ
て
お
り

(
I
`
4
4
2
 ̀
 44
4
,
 4
4
8
)
、
茅
野
教
授
に
よ
る
と
、
こ
れ
が
喝

矢
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
自
我
II自
我
は
、
絶
対
的
自
我
の
自
己
同
一
性
、

と
存
在
す
る
自
我
（
客
観
）

フ
ィ
ヒ
テ
は
、

一
七
九
四
年
の

『
知
識

、
、
、

い
う
な
ら
ば
自
同
律
を
表
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
が
（
以
下
、
自
我
の
同

一
律
を
自
同
律
と
い
う
）
、
そ
れ
は
、
単
に
静
的
に
自
我
が
同
一
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
い
。
定
立
す
る
自
我
（
主
観
）

の
自
同
性
で
あ
っ
て
、
自
己
区
別
を
内
在
し
た
動
的
な
自
同
性
を
言
う
の
で
あ
る
。

一
八

0
一
年
の

学
の
叙
述
』
は
、
自
我
で
は
な
く
絶
対
者
（
神
）
を
論
じ
、
そ
れ
を
「
静
的
な
存
在
S
e
y
n
」
と
「
絶
対
的
生
成
W
e
r
d
e
n
」
(
I
•
1
7
)

の
二

、
、
、
、

重
性
に
捉
え
て
い
る
が
、
そ
の
規
定
を
前
期
の
自
我
に
使
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
自
同
律
と
は
、
自
我
の
存
在
と
生
成
の
同
一

性
を
言
フ
の
で
あ
る
。
生
成
・
定
立
を
根
拠
に
し
て
存
在
が
な
り
、
逆
に
存
在
を
根
拠
に
し
て
生
成
・
定
立
が
な
る
と
い
う
自
我
の
同
一

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

性
で
あ
る
。
「
自
己
を
定
立
す
る
ま
ま
に
存
在
し
、
存
在
す
る
ま
ま
に
自
己
を
定
立
す
る
」
(
I
•
9
7
)

と
い
う
動
的
で
円
環
的
な
同
一
性
に
お

『
全
知
識
学
の
基
礎
』
に
は
、
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を
直
接
に
見
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
直
観
す
る
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
、
感
性
的
直
観
と
ち
が
っ
て
感
性
的
で
も
受
容
的
で
も
な
い
の

で
あ
っ
て
、
能
動
的
で
超
感
性
的
な
も
の
と
し
て
知
的
直
観
な
の
で
あ
る
。
な
お
フ
ィ
ヒ
テ
の
知
的
直
観
に
は
、
こ
の
対
自
性
の
他
に
、

一
七
九
七
年
の

哲
字
者
の
知
的
直
観
の
意
味
が
あ
り
、
知
的
直
観
即
対
自
性
で
は
な
い
。
高
橋
昭
二
教
授
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
「
自
己
意
識
の
直
接

(20) 

的
意
識
」
と
し
て
の
知
的
直
観
は
一
七
九
三
年
に
は
じ
ま
り
、
「
哲
学
的
認
識
の
オ
ル
ガ
ン
」
と
し
て
の
そ
れ
は
「
シ
ェ
リ
ン
グ
か
ら
の
逆

(21) 

影
響
で
」

「
知
識
学
へ
の
第
二
序
論
」
に
は
じ
ま
る
と
論
じ
ら
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
、

な
お
知
的
直
観
即
対
自
性
と
し
て
お
い
て
良
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
自
ら
の
存
在
の
根
拠
を
自
ら
の
う
ち
に
有
し
た
絶
対
的
自
我
は
、
自
己
原
因
的
存
在
と
し
て
無
制
約
的
で
あ
り
、
端
的

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

に
「
自
我
は
あ
る
」
(
I
,

9
5
)

の
で
あ
る
。
「
自
我
は
存
在
す
る
が
故
に
端
的
に
存
在
す
る
」
(
I
,

9
8
)

と
い
う
根
源
的
な
自
律
・
自
由
を
有
す(22) 

る
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
宛
の
手
紙
の
中
に
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
「
私
の
体
系
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
も
っ
ぱ
ら
自
由
の
概
念
の
分
析
で
す
」

(23) 

と
い
う
が
、
そ
の
「
自
由
の
体
系
」
の
始
元
に
位
置
す
る
絶
対
的
自
我
は
、
ま
さ
し
く
根
源
的
に
自
由
な
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
お
け
る
実
践
理
性
優
位
の
思
想
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
そ
の
知
識
学
第
一
根
本
命
題
の
自
我
の
事
行
と

(24) 

自
由
に
結
晶
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ラ
ス
ク
は
、
実
践
理
性
の
優
位
を
「
知

W
i
s
s
e
n
の
背
後
に
良
知

G
e
w
i
s
s
e
n
あ
り
」
と
表

わ
す
が
、
そ
う
い
う
知
と
良
知
（
良
心
）
か
ら
な
る
自
我
の
事
行
の
自
由
な
体
系
と
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
学
W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
s
l
e
h
r
e
 

二
、
同
一
律

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
る
と
、
自
我
II自
我
の
自
同
律
は
、
内
容
・
形
式
共
に
具
備
し
た
「
実
質
的
m
a
t
e
r
i
a
l
命
題
」
(
I
,

105) 

は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る
が
、

一
七
九
四
年
段
階
で
は
、
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あ
る
。

、
、
、
、
、

こ
の
「
実
質
的
命
題
『
自
我
は
あ
る
』
か
ら
そ
の
内
容
を
捨
象
す
る
と
、
単
な
る
形
式
的
で
論
理
的
な
命
題
A
I
I
A
が
な
る
」
(
I
•105)。

自
同
律
の
形
式
面
が
形
式
論
理
学
（
フ
ィ
ヒ
テ
は
単
に
「
論
理
学
」(
I
•
9
9
)

と
い
う
）
の
根
本
命
題
で
あ
る

A
I
I
A
の
同
一
律
に
な
る
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、

フ
ィ
ヒ
テ
は
捉
え
る
の
で
あ
る
。
（
形
式
）
論
理
学
は
、
知
識
学
に
「
基
礎
づ
け
」
ら
れ

(
I
•68
)
、
「
制
約
さ
れ
·
規
定
さ
れ
る
」(
I
•
6
8
)

の

で
あ
り
、
事
行
と
し
て
の
自
同
律
を
根
拠
に
し
て
、
万
人
に
自
明
な
事
実
A
I
I
A
の
同
一
律
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
な
お
第
一
根
本
命

題
を
論
じ
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
同
一
律

(
S
a
t
z
d
e
r
 I
d
e
n
t
i
t
a
t
)

と
は
い
わ
ず
「
A
I
I
A
命
題
S
a
t
z

A
 11
A」
と
表
わ
す

の
で
あ
る
が
、
後
に
「
同
一
律
」
(
I
`

1
2
3
)

と
も
い
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
同
一
律
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
お
く
。

と
こ
ろ
で
同
一
律
「
A
は
A
で
あ
る
」
の
意
味
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
の
か
。

あ
ろ
う
か
。
が
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
自
同
律
（
自
我
II
自
我
）
は
、
同

時
に
「
自
我
は
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
な
る
同
一
律

(
A
I
I
A
)
で
も
「
A
が
あ
る
」
こ
と
を
言
い
う
る
の
で

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
る
と
A
I
I
A
は
、
自
同
律
と
ち
が
っ
て
「
A
が
あ
る
」
こ
と
を
意
味
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
繋
辞
（
あ

、
、
、
、
、

る

i
s
t
)
は
、
主
語
A

と
述
語
A

の
同
一
性
「
必
然
的
連
関
」
(
I
•
9
3
)

を
示
す
の
み
で
あ
っ
て
、

A
が
あ
る
か
否
か
は
問
わ
な
い
の
で
あ
る
。

自
同
律
は
、
無
制
約
（
無
条
件
）
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
同
一
律
は
、
条
件
的
で
あ
っ
て
、
「
A
は
A
で
あ
る
」
と
は
、
条
件
文
を
含
ん

で
、
「
も
し
A
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
な
ら
A
は
あ
る
」
(
I
,

9
3
)

を
言
う
だ
け
な
の
で
あ
る
。

A
が
あ
る
か
と
か
、

A
が
何
で
あ
る
か
と
い

う
命
題
の
内
容
は
捨
象
し
て
、
も
し
何
か
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
る
と
い
う
命
題
の
形
式
の
み
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
同
一
律

は
、
こ
の
「
も
し
W
e
n
n
」
と
「
そ
れ
な
ら
S
o
J

の
間
の
必
然
的
連
関
が
「
端
的
に
定
立
さ
れ
て
い
る
」
(I,
9
3
)

こ
と
を
主
張
す
る
の
で

知
識
学
の
自
同
律
が
（
形
式
）
論
理
学
の
同
一
律
を
根
拠
づ
け
る
と
は
、
こ
の
必
然
的
連
関
・
イ
コ
ー
ル
を
自
同
律
が
可
能
に
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
カ
ン
ト
は
、
範
疇
の
先
験
的
演
繹
論
の
い
わ
ゆ
る
「
三
段
の
総
合
」
に
お
け
る
再
認
の
総
合
で
、

A
"ー



65 

し
か
し
単
に
見
る
自
我
の
自
同
律
か
ら
、
は
た
し
て
そ
の
対
象
と
し
て
の
A
の
同
一
律
が
主
張
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
A
が
自

我
の
制
約
の
外
に
あ
っ
て
、
自
我
は
単
に
こ
れ
を
受
動
的
に
見
る
の
み
だ
と
す
る
と
、

対
象
A
の
同
一
性
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
フ
ィ
ヒ
テ
で
は
、

て
構
成
（
定
立
）
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
自
同
律
か
ら
の
同
一
律
の
根
拠
づ
け
は
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
A
I
I
A
と
は
、

、
、
、
、
、

「A
を
定
立
し
た
自
我
は
、

A
が
そ
こ
に
定
立
さ
れ
て
有
る
自
我
と
同
じ
だ
か
ら
、

A
は
A
で
あ
る
」
(
I
,

9
9
)
、
「
も
し
A
が
自
我
の
中
に
定

、
、
、
、
、
、
、
、
、

立
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
な
ら
A
は
定
立
さ
れ
て
有
る
、
或
い
は
有
る
」
(
I
,

9
4
)

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

定
立
的
・
活
動
的
な
自
我
は
、

る
。
と
こ
ろ
で
定
立
的
自
我
は
、
存
在
す
る
自
我
と
同
一
で
あ
る
。
従
っ
て
、
各
々
に
含
ま
れ
て
い
る
定
立
的
A
と
存
在
す
る
A
は
、
同

、
、
、
、

一
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
自
同
律
下
の
同
一
律
は
解
釈
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
定
立
的
自
我
II存
在
す
る
自
我
の
形
式
面
と
し
て
の
同
一
律

A
I
I
A
は
、
主
観
的
・
活
動
的
·
定
立
的
A
I
I
客
観
的
•
静
的
・
存
在
す
る
A

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
自
同
律
で
は
自
我
は
主

客
未
分
の
不
可
分
的
同
一
性
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
下
に
あ
る

A
I
I
A
の
同
一
性
も
、
二
つ
の
も
の
の
同
一
性
で
は
な
く
、
不
可
分
的

な
―
つ
の
も
の
の
未
分
的
な
同
一
性
を
示
す
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
フ
ィ
ヒ
テ
の
同
一
律

(
A
I
I
A
)
は
、
定
立
A
I
I存
在
A
と
い
う
区
別
を
内
含
し
た
―
つ
の

A
の
自
己
同
一
性
を
言
う
の
で
あ

で
あ
る
。

A
の
同
一
性
が
成
り
立
つ
に
は
、
こ
の
二
つ
の

A
を
見
る
主
観
が
同
一
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
し
、
こ
の
主
観
を

-25) 

純
粋
統
覚
と
し
て
取
出
し
て
、
こ
の
統
覚
が

A
の
同
一
性
を
可
能
に
し
て
い
る
と
捉
え
た
。
フ
ィ
ヒ
テ
も
同
様
で
あ
り
、

A
I
I
A
の
必
然

的
連
関
の
事
実
が
な
る
に
は
、
そ
の
根
底
に
絶
対
的
自
我
の
事
行
に
お
け
る
自
同
性
が
存
立
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
の

A
を
活
動
的
な
も
の
と
し
て
自
我
内
に
定
立
し
、
存
在
す
る
自
我
は
、
こ
の

A
を
自
我
内
に
存
在
さ
せ

こ
の
対
象
（
表
象
）
そ
の
も
の
が
自
我
に
よ
っ

い
く
ら
見
る
自
我
（
統
覚
）
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、
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で
は
な
か
ろ
う
か
。

り
、
認
識
論
的
に
は
、
先
験
的
意
識
に
よ
る
構
成
作
用
A
が
表
象
（
存
在
）

A
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

生
成
と
存
在
・
観
念
と
実
在
•
本
質
と
現
象
・
作
用
と
帰
結
の
同
一
性
で
あ
る
。
単
に
存
在
（
実
体
）

れ
ど
も
、

ハ
ル
ト
マ
ン
は
、

I
I
A
は
、
そ
う
い
う
存
在
と
活
動
（
定
立
）

―
つ
の
も
の
の

A
の
無
区
別
な
抽
象
的
同
一
性
を

い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
実
体
（
存
在
）
を
主
体
と
し
て
機
能
•
生
成
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
逆
に
捉
え
る
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
人
の
存
在
は
、
そ
の
活
動
•
生
き
方
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
定
立

A
I
I
存
在
A

は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
同

じ
文
脈
で
の
用
語
の
同
一
性
保
持
も
、
こ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、
定
立

A
1
1定
立

A
や
存
在
A
I
I存
在
A
と
い
っ
た
無
区
別
な
同
一
性
の
保

持
を
い
う
の
で
は
な
く
、
す
で
に
定
立
さ
れ
て
い
る
意
味
内
容
に
、
出
て
来
た
言
葉
（
存
在
）
が
一
致
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
等
と
主
張

ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
同
一
律
を
、
形
式
論
理
学
の
そ
れ
と
同
じ
く
無
区
別
な
抽
象
的
同
一
性
に
と
ど
ま
る
と
見
て
、
「
抽
象
的
同

(26) 

一
性
」
「
没
規
定
的
同
一
性
」
だ
と
批
判
し
て
い
る
が
、
定
立
と
存
在
の
同
一
性
を
い
う
フ
ィ
ヒ
テ
の
同
一
律
は
、
抽
象
的
没
規
定
的
同
一

ヘ
ー
ゲ
ル
の
具
体
的
同
一
性
の
よ
う
に
矛
盾
・
否
定
に
よ
っ
た
区
別
を
含
む
も
の
で
は
な
い
け

い
わ
ゆ
る
形
式
論
理
学
の
同
一
律
の
よ
う
に
―
つ
の
も
の
の
静
的
同
一
性
を
い
う
の
で
は
な
く
、
動
的
•
発
生
的
で
あ
る
。
N
.

(27) 

フ
ィ
ヒ
テ
の
「
存
在
と
活
動
は
始
め
か
ら
し
て
互
い
に
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
的
に
な
っ
て
い
る
」
と
見
て
い
る
が
、
そ
の

A

の
区
別
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
形
式
論
理
学
で

A
I
I
A
と
い
う
場
合
は
、
こ
れ
を
論
じ

る
主
観
が
同
一
の
存
在
A
を
主
語
と
述
語
に
二
回
立
て
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
存
在
A
は
、
そ
れ
自
体
無
区
別
に
一
っ
と
見
な
さ
れ
る
。

し
か
し
フ
ィ
ヒ
テ
の
同
一
律
で
は
、
存
在
A
が
そ
れ
自
身
同
時
に
定
立

A
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

A
自
体
が
存
在
と
定
立
の
二
面
に

と
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
無
区
別
な
抽
象
的
同
一
性
で
は
な
く
、
区
別
を
内
含
し
た
具
体
的
同
一
性
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
べ
き

性
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
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な
命
題
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
般
の
形

な
お
、
こ
の
同
一
律
に
つ
い
て
の
一
般
の
形
式
論
理
学
と
フ
ィ
ヒ
テ
の
差
異
に
関
し
て
は
、
前
者
で
は
同
一
律
は
絶
対
的
で
無
制
約
的

フ
ィ
ヒ
テ
の
同
一
律
は
、

自
我
の
自
同
律
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
フ
ィ
ヒ
テ
の
前
提
の
下
で
は
、
自
我
の
定
立
と
存
在
が
分
裂
し
た
り
、

つ
ま
り
自
同
律
が
成
立
し
な
く
な
っ
た
場
合
、
同
一
律
そ
の
も
の
も
成
り
立
た
な
く
な

る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
自
我
の
自
同
律
の
障
害
を
来
た
し
た
精
神
分
裂
病
に
お
い
て
は
、
対
象
の
同
一
律
の
崩
壊
も
見
ら
れ
る

よ
う
で
、
自
同
律
が
同
一
律
の
全
き
根
拠
で
あ
る
か
ど
う
か
は
そ
れ
に
よ
っ
て
判
定
で
き
る
訳
で
は
な
い
が
、
意
識
内
で
の
同
一
律
の
成

立
の
た
め
に
自
同
律
が
不
可
欠
の
条
件
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
言
い
う
る
よ
う
で
あ
る
。

三
、
実
在
性
の
範
疇

さ
て
範
疇
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

a
r
t」
(
I
•
9
9
)

と
し
て
取
出
さ
れ
る
。

を
導
出
す
る
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
で
は
知
識
学
の
形
式
面
を
抽
出
し
た
（
形
式
）
論
理
学
に
お
け
る
「
活
動
様
式

H
a
n
d
l
u
n
g
s

つ
ま
り
同
一
律
等
の
形
式
（
活
動
）
の
あ
り
方
・
性
質
が
範
疇
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト

で
は
範
疇
は
、
内
容
を
具
備
し
た
先
験
的
論
理
学
の
根
本
概
念
で
あ
っ
た
が
、

事
行
の
根
本
的
な
働
き
に
障
害
が
生
じ
た
場
合
、

フ
ィ
ヒ
テ
で
は
、
範
疇
は
、
形
式
論
理
学
（
内
容
捨
象
）

に
お
け
る
そ
の
形
式
の
あ
り
方
・
性
質
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
範
疇
の
位
置
づ
け
が
両
者
で
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、

カ
ン
ト
で
も
範
疇
は
、
形
式
論
理
学
の
判
断
表
か
ら
導
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
両
者
は
同
一
で
あ
る
。
し
か
も
フ
ィ
ヒ
テ

の
い
う
形
式
は
、
活
動
形
式
で
あ
っ
て
動
的
で
あ
り
、
静
的
な
形
式
論
理
学
の
形
式
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

式
論
理
学
か
ら
範
疇
を
導
出
す
る
の
で
は
な
く
、
自
我
の
事
行
を
叙
述
す
る
知
識
学
の
根
本
形
式
と
し
て
の

フ
ィ
ヒ
テ
は
、

「
形
式
」
論
理
学
か
ら
こ
れ
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さ
ら
に
同
一
律
の

、
、
、
、
、
、

で
は
、
自
同
律
下
の
同
一
律
よ
り
抽
出
さ
れ
る
範
疇
は
何
な
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
「
実
在
性
の
範
疇
K
a
t
e
g
o
r
i
e
d
e
r
 Realitiit
」

(
I
,
 
9
9
)

で
あ
る
。
自
我
は
、
自
己
定
立
に
よ
り
自
己
の
存
在
を
可
能
と
し
た
が
、
こ
の
自
我
の
存
在
が
実
在
性
の
根
源
で
あ
り
、
根
源
的

定
立
さ
れ
て
有
る
こ
と
で
あ
る
。

実
在
と
し
て
の
絶
対
的
自
我
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
実
在
は
成
立
立
つ
の
で
あ
る
。
も
の
が
有
る
（
実
在
す
る
）
と
は
、
自
我
に
よ
っ
て

、
、
、
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
る
と
「
実
在
性
は
自
我
か
ら
転
移
告
e
r
t
r
a
g
e
n
さ
れ
る
」
(
I
,

9
9
)

の
で
あ
り
、
自
我
が

構
成
す
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
我
々
の
い
だ
く
実
在
性
は
自
我
に
よ
る
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
妄
想
・
幻
覚
と
い
っ
た

も
の
は
、
実
際
に
は
実
在
し
な
い
も
の
に
自
我
が
実
在
性
を
付
与
す
る
か
ら
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
逆
に
離
人
症
で
は
、
実
在
す

る
も
の
に
実
在
感
を
い
だ
け
な
い
の
で
あ
る
。
自
我
の
実
在
性
が
希
薄
に
な
り
、
外
界
の
実
在
性
が
希
薄
と
な
る
。
自
我
か
ら
独
立
の
物

自
体
の
実
在
性
で
は
な
く
、
現
象
と
い
う
、
自
我
の
う
ち
の
表
象
（
非
我
）

の
実
在
性
に
関
し
て
は
、
自
我
の
外
の
条
件
は
変
ら
な
い
の

に
場
合
に
よ
っ
て
は
実
在
性
を
過
多
に

(II幻
想
）
、
ま
た
は
過
少
に

(II離
人
症
）
見
出
す
と
い
う
事
実
に
お
い
て
、
（
自
我
の
み
に
よ
っ

て
い
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
）
自
我
に
よ
る
構
成
の
あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、

と
こ
ろ
で
フ
ィ
ヒ
テ
の
こ
の
自
我
に
よ
る
実
在
性
は
、
同
一
律
が
「
適
用
さ
れ
る
限
り
」
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る(
I
•
9
9
)
。

同
一
律
「
A
は
A
で
あ
る
」
と
は
、
自
我
の
う
ち
で

A
と
し
て
定
立
さ
れ
、

A
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
同
一
律

が
適
用
さ
れ
る
限
度
に
お
い
て

A
と
し
て
存
在

II実
在
す
る
こ
と
に
な
る
訳
で
あ
る
。
従
っ
て
ま
た
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
は
、
そ
の
実
在

性
・
存
在
は
、
同
一
律
に
則
っ
て
、
定
立
に
等
し
い
も
の
と
し
て
主
体
的
・
活
動
的
に
捉
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
も
あ
る
。
実
在
・

実
体
・
存
在
は
、
同
時
に
観
念
•
主
体
•
生
成
で
あ
り
、
あ
る
と
は
な
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
で
あ
る
」
と
い
う
肯
定
判
断
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、

、
、
、

フ
ィ
ヒ
テ
の
実
在
性
は
、
も
の
の
何
で
あ
る
か
を
い
う
質
的

存
在
(
S
o
s
e
i
n
)
を
意
味
す
る
の
だ
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
カ
ン
ト
が
肯
定
判
断
か
ら
質
と
し
て
の
実
在
性
の
範
疇
を
導
出
し
た
よ
う
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ま
た

と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

に
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
実
在
性
を
「
本
質
W
e
s
e
n
」
(
I
,

9
9
)

と
も
い
う
が
、
こ
の
本
質
と
し
て
の
実
在
性
が
、
「
で
あ
る
」
と
い
う
質

的
存
在
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
で
あ
る

S
o
s
e
i
n
」
に
は
「
が
あ
る

D
a
s
e
i
n
」
が
対
置
さ
れ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
同
一
律
は
「
も
し
A
が

あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
な
ら
A

は
あ
る
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
が
あ
る
」
「
は
あ
る
」
と
い
う
現
存
在

(
D
a
s
e
i
n
)
が
、
同
一
律
か
ら
導
出
さ

れ
る
実
在
性
の
も
う
―
つ
の
意
味
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
現
存
在
と
し
て
の
実
在
性
は
、
自
我
の
う
ち
に
A
が
定
立
さ
れ
て
現
に
有
る
こ

だ
と
す
る
と
フ
ィ
ヒ
テ
で
は
夢
と
現
実
は
区
別
さ
れ
な
い
の
か
。
我
々
は
、
現
存
在

(
D
a
s
e
i
n
)

を
有
す
る
か
否
か
で
現
実
と
夢
を
区

別
す
る
。
し
か
し
フ
ィ
ヒ
テ
で
は
、

D
a
s
e
i
n
と
し
て
の
実
在
性
も
自
我
内
実
在
で
あ
る
か
ら
、
夢
に
も
そ
れ
が
帰
さ
れ
る
は
ず
で
、
そ
の

限
り
で
は
夢
と
現
実
は
区
別
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は
、
『
人
間
の
使
命
』
(
-
八

0
0年
）
に
、
直
観

(
A
n
s
c
h
a
u
e
n
)
は
夢
で
あ
り
、
思

考

(
D
e
n
k
e
n
)

は
夢
の
夢
で
あ
る
と
い
っ
て

(
I
`
2
4
5
)
、
現
実
（
的
認
識
）
と
夢
を
同
一
視
す
る
が
、
ま
し
て
一
七
九
四
年
段
階
で
は
、
ヴ

ン
ト
に
よ
る
と
「
疾
風
怒
濤
」
の
下
に
あ
っ
て
、
自
己
の
内
な
る
夢
こ
そ
虚
妄
の
現
実
に
と
っ
て
か
わ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
夢

と
現
実
の
区
別
立
て
は
無
意
味
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

が
、
フ
ィ
ヒ
テ
も
カ
ン
ト
と
同
様
に
、
『
全
知
識
学
の
基
礎
』
に
自
我
か
ら
独
立
の
物
自
体
を
前
提
し
て
い
る
の
で
あ
り
(
I
,

2
8
1
 ff.)
、

『
人
間
の
使
命
』
で
も
、
知
覚
（
認
識
）
に
は
物
自
体
は
捉
え
ら
れ
な
い
と
し
て
も
意
志
的
「
行
為
T
h
a
t
,
H
a
n
d
e
l
n
」
「
信
仰
G
l
a
u
-

b
e
」
に
お
い
て
こ
れ
を
捉
え
う
る
と
言
う
の
で
あ
り

(n
こ
Z
6
3
)
、
常
識
と
同
じ
く
物
自
体
と
の
か
か
わ
り
の
有
無
に
よ
っ
て
現
実
と
夢
・

幻
は
区
別
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
D
a
s
e
i
n
を
も
付
与
す
る
自
我
の
う
ち
で
夢
と
現
実
は
区
別
さ
れ
る
に
到
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
両
者
の
時
空
間
的
・
範
疇
的
秩
序
の
ち
が
い
を
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
触
発
す
る
物
自
体
と
、
自
我
の
実
在
性
が
い
か
に
結
び

つ
く
こ
と
に
な
る
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
フ
ィ
ヒ
テ
的
立
場
か
ら
こ
れ
を
説
明
す
る
と
し
た
ら
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
私
は
思
う
。
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四

、

結

び

大
人
と
く
ら
べ
て
幼
児
で
は
夢
と
現
実
の
区
別
は
少
な
く
、
幼
児
化
の
極
限
で
は
純
粋
自
我
本
来
の
あ
り
方
に
従
っ
て
、
す
べ
て
を
実

在
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
成
長
す
る
に
従
っ
て
、
自
我
か
ら
独
立
の
も
の
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
と
、
自
我
に
抵
抗
す
る

こ
の
独
立
的
な
物
自
体
に
端
を
発
す
る
非
我
表
象
の
方
が
、
単
な
る
自
我
内
の
夢
の
表
象
（
非
我
）
よ
り
も
、
自
我
に
反
立
・
抵
抗
す
る

非
我
と
い
う

D
a
s
e
i
n
に
一
層
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
夢
と
現
実
を
区
別
す
る
成

長
し
た
意
識
は
、
自
我
の
み
か
ら
な
る
純
粋
な
実
在
性
、
即
ち
夢
・
幻
を
括
弧
に
入
れ
て

D
a
s
e
i
n
に
関
し
て
非
実
存
化
し
、
物
自
体
に
か

か
わ
る
、
物
自
体
と
自
我
の
混
合
的
な
産
物
に
、
む
し
ろ
十
全
な
実
在
性
を
付
与
す
る
に
到
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
物
自
体
か
ら
の
触
発

、
、
、
、
、

の
あ
る
部
分
の
み
に
実
在
化
作
用
を
許
容
す
る
と
い
う
現
実
的
制
限
を
成
長
し
た
現
実
的
意
識
は
し
て
い
る
と
い
う
訳
で
あ
る
。

夢
は
、
こ
の
現
実
的
意
識
が
「
眠
る
」
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
純
粋
自
我
の
汎
実
在
化
作
用
が
解
き
放
た
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る

の
で
あ
る
。
幻
覚
•
妄
想
は
、
純
粋
自
我
の
汎
実
在
化
の
根
本
活
動
を
括
弧
に
入
れ
る
現
実
的
制
限
の
機
能
に
障
害
が
生
じ
た
と
き
発
生

す
る
幼
児
的
退
行
現
象
に
他
な
ら
な
い
。
な
お
、
反
対
の
離
人
症
的
な
実
在
惑
喪
失
は
、
汎
実
在
化
に
対
す
る
制
限
の
度
が
す
ぎ
て
、
物

自
体
に
か
か
わ
る
表
象
へ
の

D
a
s
e
i
n
付
与
の
働
き
を
も
括
弧
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
か
（
対
象
世
界
の
実
在
感
喪
失
）
、
純
粋
自
我
の
汎
実

在
化
作
用
そ
の
も
の
が
弱
体
化
し
た
も
の
（
自
己
自
身
の
実
在
感
の
喪
失
）
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

フ
ィ
ヒ
テ
の
絶
対
的
自
我
は
、
全
実
在
性
の
根
源
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
何
ら
他
か
ら
の
根
拠
な
く
し
て
あ
る
無
制
約
で
自
由
な
存
在
と

し
て
、
絶
対
者
・
神
の
あ
り
方
に
酷
似
し
て
い
る
。
『
全
知
識
学
の
基
礎
』
の
こ
の
自
我
は
、
神
と
か
絶
対
者
に
捉
え
ら
れ
て
も
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
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(28) 

ク
ロ
ー
ナ
ー
は
、
こ
の
絶
対
的
自
我
を
神
で
あ
る
と
見
て
ヘ
ー
ゲ
ル
に
先
駆
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ク
ス
も
、
自
我
と
神

、
、
、
、
、
、
~

(29} 

を
等
値
概
念
と
し
、
自
我
の
自
己
定
立
に
よ
る
存
在
導
出
を
い
う
定
立
判
断
を
も
っ
て
神
の
「
存
在
論
的
論
証
」
（
ア
ン
セ
ル
ム
ス
的
証
明
）

で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

M・

ヴ
ン
ト
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
絶
対
的
自
我
は
我
々
人
間
の
う
ち
に
あ
る
内
在
的
な
も
の
で
あ

(31) 

る
と
論
じ
、
ク
ロ
ー
ナ
ー
の
解
釈
を
批
判
し
て
い
る
。
我
国
で
は
木
村
素
衛
博
士
が
フ
ィ
ヒ
テ
に
ま
つ
わ
る
神
的
発
出
論
を
批
判
し
て
、

そ
の
自
我
は
実
質
的
自
然
を
産
出
す
る
よ
う
な
神
的
な
も
の
で
は
な
い
と
力
説
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
茅
野
教
授
は
、
絶
対
的
自
我
を
有
限

な
理
性
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
本
質
に
他
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
、
こ
れ
を
神
・
神
性
と
等
置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
論
じ
て
お

(33) 

ら
れ
る
。

ク
ロ
ー
ナ
ー
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
哲
学
史
的
観
点
に
お
い
て
、

る
し
、

一
七
九

0
年
代
の
終
り
の
、

フ
ィ
ヒ
テ
が
無
神
論
で

メ
デ
ィ
ク
ス
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
後
期
フ
ィ
ヒ
テ
の
神
の
存
在
論
的
証
明(
X
•30
0
 f.)
が、

一
七
九
四
年
の
知
識
学
の
第
一

根
本
命
題
か
ら
し
て
直
載
に
演
繹
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
期
の
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
後
期
(
-
八

0
一
年
以
降
）
の
よ
う
に
神
を
「
実

体
」
や
「
存
在
」
（
例
え
ば
II,
1
7
,
 
X
,
 2
2
3
)

と
捉
え
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

あ
る
と
告
発
さ
れ
た
無
神
論
論
争
の
中
で
も
、

或
い
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
神
を
「
道
徳
的
秩
序
」
(
<
•
1
8
6
)
と
捉
え
て
、
「
存
在
」
(
<
•
2
6
1
)
、
「
実
体
」

(V, 2
1
6
)

と
規
定
す
る
こ
と
は
拒
否
す
る
の
で
あ
る
。
（
も
っ
と
も
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
神
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
(
V
,
2
6
7
)
、

、
、
、
、

こ
れ
を
固
定
的
で
静
的
な
「
感
性
界
の
存
在
」
(
<
こ
2
1
6
)

と
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
神
を
「
純
粋
活
動
」
(
V
,
2
6
1
)

に
お
い

て
捉
え
る
べ
き
だ
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
存
在
1
1
定
立
、
実
体
1
1
主
体
と
い
う
意
味
で
な
ら
、
メ
デ
ィ
ク
ス
の
見
る
よ
う
に
、
こ

(34) 

の
期
に
も
「
神
を
実
体
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
を
、
実
質
的
に
は
何
も
妨
げ
る
も
の
は
な
い
」
の
で
は
あ
る
）
。

ク
ロ
ー
ナ
ー
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
中
に
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
も
の
を
見
て
い
る
け
れ
ど
も
、
当
の
ヘ
ー
ゲ
ル
や
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、

フ
ィ

、
、
、
、

ヘ
ー
ゲ
ル
体
系
へ
向
か
っ
て
の
あ
る
べ
き
フ
ィ
ヒ
テ
が
読
み
と
れ
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（
一
八

0
一
年
）
に
、

ヒ
テ
の
自
我
を
神
と
は
見
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
と
フ
ィ
ヒ
テ
の
ち
が
い
を
示
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

(35) 

フ
ィ
ヒ
テ
の
自
我
は
主
観
的
で
あ
る
、
「
主
観
的
な
主
観
ー
客
観
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
見
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま

た
後
年
、
初
期
フ
ィ
ヒ
テ
を
解
釈
す
る
際
に
も
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
そ
の

ヽ

ヽ

ヽ

(36)

ヒ
テ
の
絶
対
自
我
を
「
人
間
的
自
我
」
と
規
定
し
、

ヘ
ー
ゲ
ル
も
そ
の

名
5

)

と
し
、
「
意
識
の
中
」
に
と
ど
ま
る
も
の
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
近
世
哲
学
史
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
講
義
）
』
（
一
八
二
七
年
）
で
フ
ィ

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
『
全
知
識
学
の
基
礎
』
で
は
、
哲
学
的
反
省
に
と
っ
て
自
明
な
絶
対
的
自
我
と
は
対
照
的
に
、
神
性
を
「
思
惟
不
可
能
u
n
-

d
e
n
k
b
a
r
」
(
I
`

2
5
3
)
、
「
法
外
i
i
b
e
r
s
c
h
w
e
n
g
l
i
c
h
」
(
I
,

2
6
3
)

と
し
、
無
神
論
論
争
の
中
で
も
神
を
「
不
可
解
u
n
b
e
g
r
e
i
f
l
i
c
h
」
(V,
2
6
7
)
 

と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
神
と
自
我
を
明
ら
か
に
区
別
す
る
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も
一
七
九
四
年
の

純
粋
自
我
を
「
人
間
に
お
け
る
本
来
的
に
精
神
的
な
も
の
」

(Ẁ
2
9
4
)

と
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
期
の
フ
ィ
ヒ
テ
の
絶
対
的
自

我
を
神
と
捉
え
る
の
は
、
絶
対
的
自
我
で
は
な
く
絶
対
者
・
神
を
始
元
と
す
る
後
期
フ
ィ
ヒ
テ
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
立
場
を
先
取
り
す
る
行
き

過
ぎ
た
解
釈
で
あ
ろ
う
。
絶
対
的
自
我
の
自
己
原
因
的
無
制
約
性
•
自
由
は
、
あ
く
ま
で
も
人
間
的
意
識
の
始
元
の
あ
り
方
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
実
在
性
の
範
疇
に
関
し
て
も
、
そ
れ
は
我
々
人
間
の
自
我
の
う
ち
で
の
自
我
自
身
と
そ
の
表
象
（
非
我
）
に
お
け

る
実
在
性
に
他
な
ら
ず
、
神
や
実
在
世
界
の
神
的
創
造
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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